
科目コード ナンバリング 単位数 学期 授業区分 科目区分 履修区分 配当学年 

130131 X-11/31-A-2-130131 

1 前期 

【１・２年次生】国際学部国際文化学科 × × × 

【３年次生以上】国際学部国際文化学科 × × × 

授業科目 担当教員 【３年次生以上】国際学部国際文化学科英語集中コース × × × 

英語 3A （Reading3）X 阿部 聡 

【１－３年次生】経営情報学部経営学科 基礎 必修 ２年 

【１－３年次生】経営情報学部情報システム学科 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科経営コース 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科情報コース 基礎 必修 ２年 

授業目的 
様々な文章構造のパッセージに触れ、文章構造に応じた英語の読解力・読解ストラテジーを身につけることと、語彙力の一層のの涵養につとめ、教
員の補助がなくとも英文を読みこなせるようになることを目的とする。補助的にリスニングストラテジーの強化も目指す。 

各回の授業内容 

第１回 第９回 
【授】 イントロダクション 
   Unit 1 Cross-Cultural Understanding 
【前・後】 【復習 60 分】15 回の授業全体でどのような力を養成するのかを理解する。授業後そ

の箇所の理解に努める。 

【授】 Unit 5 Fashion 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第２回 第１０回 
【授】 Unit 1 Cross-Cultural Understanding 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 Unit 5 Fashion 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第３回 第１１回 
【授】 Unit 2 Foods 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 Unit 6 Living Things 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第４回 第１２回 
【授】 Unit 2 Foods 
   小テスト 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 Unit 6 Living Things 
   小テスト 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第５回 第１３回 
【授】 Unit 3 Foreign Language Learning 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 Unit 6 Living Things 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第６回 第１４回 
【授】 Unit 3 Foreign Language Learning 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 Unit 7 Art 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第７回 第１５回 
【授】 Unit 4 Sports 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 定期試験 
【前・後】 【予習 50 分・復習 10 分】事前に試験範囲の熟読。試験後理解不明箇所を再学習し､

理解に努める。 

第８回 第１６回 
【授】 中間テスト 
   Unit 4 Sports 
【前・後】 【予習 40 分・復習 20 分】事前に試験範囲の熟読。試験後理解不明箇所を再学習し､

理解に努める。 

 

成績評価方法 
定期試験=25%、小テスト・レポート＝40％ 
その他＝中間試験 25％+VELCテスト 10% 
点数分布や平均点などをポータルにて公表し、講評を加える。VELC テストの結果は成績に 10%反映させ、また後期の VELC テストの結果とともに次
年度のクラス分けの資料とします。 
小テスト、ワークシートは採点し講評を加えて返却する。 

教科書・参考書 
VELC研究会教材開発グループ (2018) AMBITIONS Intermediate 4 技能統合型で学ぶ英語コース：中級編, 金星堂.(「初中級編 Pre-Intermediate
と混同しないように注意) 
参考書として辞書（紙、電子辞書、電子辞書のコンテンツに相当する（品質が高く使いやすい）スマートフォンもしくは PCの辞書アプリ；ただし、
試験の際に辞書持ち込み可とする場合には不正防止のため通信機能を持たない辞書に限って持ち込み可とする可能性あり） 

受講に当たっての留意事項 
言うまでもなく授業中の私語は厳禁です。授業は演習形式で行うので十分な予習が必要です。欠席５回以上で定期試験受験資格を失うので十分注意
して下さい。辞書を毎回持ってくること。また、ロッカーなどにテキストや辞書を入れたままにすることのないように。授業中に PC を用いる機会
もあります。忘れずに持ってくること。 
実務経験のある
教員による授業
科目有無 

実務経験と授業科目との関連性 
アクティブラーニング（ディ
スカッション、グループワー
ク、発表 等）の実施 

×  ○ 
学習到達目標 

英語の読解力向上を目指す授業なので出来るだけ多くの英語を読んでいきます。英文法の知識を活用し辞書の助けを借りながら英語を読める基礎力
の修養とさらなる語彙力の増強を本授業の学習到達目標とします。 

JABEE 
関連する学習・教育到達目標：Ｂ 

【授】：授業内容【前・後】：事前・事後学習
 



科目コード ナンバリング 単位数 学期 授業区分 科目区分 履修区分 配当学年 

130131 X-11/31-A-2-130131 

1 前期 

【１・２年次生】国際学部国際文化学科 × × × 

【３年次生以上】国際学部国際文化学科 × × × 

授業科目 担当教員 【３年次生以上】国際学部国際文化学科英語集中コース × × × 

英語 3A （Reading3）Y 辻 照彦 

【１－３年次生】経営情報学部経営学科 基礎 必修 ２年 

【１－３年次生】経営情報学部情報システム学科 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科経営コース 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科情報コース 基礎 必修 ２年 

授業目的 
大学入学までに身につけた英語の知識を整理・再構成し、大学生にふさわしい読解力を修得する。国際理解とコミュニケーションに必要な英語力を
身につける。 

各回の授業内容 

第１回 第９回 
【授】 ガイダンス 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

【授】 Lesson 4: Employment 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

第２回 第１０回 
【授】 Lesson 1: Cherry Blossoms 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

【授】 Lesson 4: Dialog 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

第３回 第１１回 
【授】 Lesson 1: Dialog 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

【授】 Lesson 5: Movies 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

第４回 第１２回 
【授】 Lesson 2: Names 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

【授】 VELC TEST 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

第５回 第１３回 
【授】 Lesson 2: Dialog 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

【授】 Lesson 5: Dialog 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

第６回 第１４回 
【授】 Lesson 3: Sports 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

【授】 Lesson 6: Karaoke 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

第７回 第１５回 
【授】 Lesson 3: Dialog 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

【授】 Lesson 6: Dialog 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

第８回 第１６回 
【授】 まとめと中間テスト 
【前・後】 【予習・復習に 1 時間ずつ】授業中に学習したテキストの該当箇所を読み直しておく

こと。また次回の授業で取り上げる箇所をあらかじめ熟読しておくこと。 

【授】 学期末試験 

成績評価方法 
【成績評価】定期試験 50％、小テスト・課題等 25％、授業への参加 15％、VELCテストの結果 10％を合わせて総合的に評価する。 
【フィードバック】テストやレポートを返却し講評を加える。その他：VELCテストの結果を 10％反映させます。なお、15回の授業のうち 1回分を
課題で代替する。詳細については授業時間内に説明する。 

教科書・参考書 
Joshua Cohen, Spotlight on America and Japan （南雲堂） 

受講に当たっての留意事項 
無断欠席・遅刻は絶対にしないこと。 
実務経験のある
教員による授業
科目有無 

実務経験と授業科目との関連性 
アクティブラーニング（ディ
スカッション、グループワー
ク、発表 等）の実施 

×  × 
学習到達目標 

平明な英語で書かれた文書を正確に読むことができる。 
JABEE 

関連する学習・教育到達目標：Ｂ 
【授】：授業内容【前・後】：事前・事後学習

 



科目コード ナンバリング 単位数 学期 授業区分 科目区分 履修区分 配当学年 

130131 X-11/31-A-2-130131 

1 前期 

【１・２年次生】国際学部国際文化学科 × × × 

【３年次生以上】国際学部国際文化学科 × × × 

授業科目 担当教員 【３年次生以上】国際学部国際文化学科英語集中コース × × × 

英語 3A （Reading3）Z1 高橋 康浩 

【１－３年次生】経営情報学部経営学科 基礎 必修 ２年 

【１－３年次生】経営情報学部情報システム学科 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科経営コース 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科情報コース 基礎 必修 ２年 

授業目的 
標準的な難易度のテキストを読みながら英語の文章に慣れていくようにする。また英語を通じて、グローバルな諸課題について自分の見解を持ち、
表現できるようにする。キーワード PBL 

各回の授業内容 

第１回 第９回 
【授】 授業のガイダンス、学習方法の説明。 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。予習と復習に２～３時間くらいかけること。こ
れは以下すべての回の授業にも該当するので心がけること。 

【授】 unit 7 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第２回 第１０回 
【授】 unit 1 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 unit 8 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第３回 第１１回 
【授】 unit 2 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 unit 9 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第４回 第１２回 
【授】 unit 3 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 unit 10 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第５回 第１３回 
【授】 uniti 4 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 unit 11 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第６回 第１４回 
【授】 unit 5 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 unit 1２ の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第７回 第１５回 
【授】 unit 6 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 unit 13 の学習 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第８回 第１６回 
【授】 中間テスト 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。予習と復習に２～３時間くらいかけること。こ
れは以下すべての回の授業にも該当するので心がけること。 

【授】 期末試験 
【前・後】 前回の講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキストもしくは配付

資料の該当箇所を熟読しておくこと。予習と復習に２～３時間くらいかけること。こ
れは以下すべての回の授業にも該当するので心がけること。 

成績評価方法 
試験の直前は対策を行うが、ポータルや掲示にて試験の最優秀答案を公表し、全体の評価も行いたい。定期試験 60パーセント、小テスト 20パーセ
ント、授業態度・参加 20パーセントで評価する。 

教科書・参考書 
Fiona Wall Minami, Fujiko Motoyama: A Look at Love in Fiction(Asahi Press) 

受講に当たっての留意事項 
授業には必ず辞書を持ってくること。わからない単語はすぐに調べるようにする。辞書によく親しむようにしてください。 
実務経験のある
教員による授業
科目有無 

実務経験と授業科目との関連性 
アクティブラーニング（ディ
スカッション、グループワー
ク、発表 等）の実施 

×  ○ 
学習到達目標 

授業計画をできるだけ完遂するようにする。できれば教科書を最後までやり遂げたい。英単語を少しでも暗記して会話に使えるようにしたい。 
JABEE 

関連する学習・教育到達目標：Ｂ 
【授】：授業内容【前・後】：事前・事後学習

 



科目コード ナンバリング 単位数 学期 授業区分 科目区分 履修区分 配当学年 

130131 X-11/31-A-2-130131 

1 前期 

【１・２年次生】国際学部国際文化学科 × × × 

【３年次生以上】国際学部国際文化学科 × × × 

授業科目 担当教員 【３年次生以上】国際学部国際文化学科英語集中コース × × × 

英語 3A （Reading3）Z2 阿部 聡 

【１－３年次生】経営情報学部経営学科 基礎 必修 ２年 

【１－３年次生】経営情報学部情報システム学科 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科経営コース 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科情報コース 基礎 必修 ２年 

授業目的 
様々な文章構造のパッセージに触れ、文章構造に応じた英語の読解力・読解ストラテジーを身につけることと、語彙力の一層の涵養を図り、教員な
どの解説がなくとも英文が読めるようになることを授業目的とする。 

各回の授業内容 

第１回 第９回 
【授】 イントロダクション 
   Unit 1 The Power of Imagination and Effort 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

【授】 Unit 5 Baseball and Cricket 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

第２回 第１０回 
【授】 Unit 1 The Power of Imagination and Effort 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

【授】 Unit 5 Baseball and Cricket 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

第３回 第１１回 
【授】 Unit 2 The History of Jeans 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

【授】 小テスト 
   Unit 6 In Our Blood or In Our Minds? 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

第４回 第１２回 
【授】 小テスト 
   Unit 2 The History of Jeans 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

【授】 VELC テスト 
【前・後】 【予習 60 分】これまでの授業を振り返り、リーディングストラテジーや文構造を素

早く把握する方法などの復習をする。 

第５回 第１３回 
【授】 Unit 3 To Long Life! 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

【授】 Unit 6 In Our Blood or In Our Minds? 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

第６回 第１４回 
【授】 Unit 3 To Long Life! 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

【授】 Unit 7 Know Yourself, Know the Market 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

第７回 第１５回 
【授】 Unit 4 Be Careful What You Wish For 
【前・後】 【予習 30 分・復習 30 分】事前に学習箇所を読み、理解不明箇所を確認する。授業後

その箇所の理解に努める。 

【授】 Unit 7 Know Yourself, Know the Market 
   定期試験 
【前・後】 【予習 40 分・復習 20 分】事前に試験箇所を読み、理解不明箇所を確認する。試験後

その箇所の理解に努める。 

第８回 第１６回 
【授】 中間試験 
   Unit 4 Be Careful What You Wish For 
【前・後】 【予習 40 分・復習 20 分】事前に試験箇所を熟読し、理解不明箇所を確認する。試験

後その箇所の理解に努める。 

 

成績評価方法 
定期試験=25%、小テスト・レポート＝40％ 
その他の内訳：中間試験 25％+VELCテストの結果 10% 
点数分布や平均点などをポータルにて公表し、講評を加える。 
小テスト、ワークシートは採点し講評を加えて返却する。 

教科書・参考書 
竹内理ほか（2019）ENGLISH STREAM: Intermediate 金星堂 
参考書として辞書（紙、電子辞書、電子辞書のコンテンツに相当する（品質が高く使いやすい）スマートフォンもしくは PCの辞書アプリ；ただし、
試験の際に辞書持ち込み可とする場合には不正防止のため通信機能を持たない辞書に限る可能性あり） 

受講に当たっての留意事項 
言うまでもなく授業中の私語は厳禁です。授業は演習形式で行うので十分な予習が必要です。欠席５回以上で試験資格を失うので欠席には十分注意
して下さい。受講生の学習状況や関心に応じて多少シラバスとは異なる進度とする場合があります。PC  を授業で使用する機会もあるので辞書だけ
でなく PCも持参すること。 
実務経験のある
教員による授業
科目有無 

実務経験と授業科目との関連性 
アクティブラーニング（ディ
スカッション、グループワー
ク、発表 等）の実施 

×  ○ 
学習到達目標 

英語の読解力向上を目指す授業なので出来るだけ多くの英語を読んでいきます。英文法の知識を活用し辞書の助けを借りながら英語を読める基礎力
の修養とさらなる語彙力の増強を本授業の学習到達目標とします。 

JABEE 
関連する学習・教育到達目標：Ｂ 

【授】：授業内容【前・後】：事前・事後学習
 



科目コード ナンバリング 単位数 学期 授業区分 科目区分 履修区分 配当学年 

130131 X-11/31-A-2-130131 

1 前期 

【１・２年次生】国際学部国際文化学科 × × × 

【３年次生以上】国際学部国際文化学科 × × × 

授業科目 担当教員 【３年次生以上】国際学部国際文化学科英語集中コース × × × 

英語 3A （Reading3）Z3 市橋 孝道 

【１－３年次生】経営情報学部経営学科 基礎 必修 ２年 

【１－３年次生】経営情報学部情報システム学科 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科経営コース 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科情報コース 基礎 必修 ２年 

授業目的 
これまでに培った英語読解力のさらなる向上を目指し、英文を正確に読んで理解する能力を養成します。理解度確認の練習問題のみならず、内容に
関連したリスニング問題や文法問題も扱い、TOEIC 形式の問題にも慣れます。これにより、グローバルなネットワーク社会で活躍するための国際理
解とコミュニケーションに必要な英語力の基礎を身につけると同時に、グローバルな課題に批判的な問題意識と建設的な眼差しをもって向き合う実
践的な態度を獲得し、国境を越えた個別具体の問題への認識を深める国際教養および研究手法を体得する準備をしたいと思います。 

各回の授業内容 

第１回 第９回 
【授】 Unit 1 Green School 
   バリ島で始まった環境に優しい教育-First Reading 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

【授】 Unit 4 Being Green 
   高級ホテルもエコを目指す時代-Second Reading 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

第２回 第１０回 
【授】 Unit 1 Green School 
   バリ島で始まった環境に優しい教育-Second Reading 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

【授】 Unit 5 How to Live to Be 100-First Reading 
   100 歳までハッピーに生きる秘訣 
   小テスト 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

第３回 第１１回 
【授】 Unit 2 From Tibet with Love 
   メコン川の水は誰のもの？-First Reading 
   小テスト 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

【授】 Unit 5 How to Live to Be 100 
   100 歳までハッピーに生きる秘訣-Second Reading 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

第４回 第１２回 
【授】 Unit 2 From Tibet with Love 
   メコン川の水は誰のもの？-Second Reading 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

【授】 Unit 6 The Great Pacific Garbage Patch 
   海洋プラごみと私たちの責任-First Reading 
   小テスト 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

第５回 第１３回 
【授】 Unit 3 How to Measure the Size of the Earth 
   地球のサイズを手動で測った古代人-First Reading 
   小テスト 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

【授】 Unit 6 The Great Pacific Garbage Patch 
   海洋プラごみと私たちの責任-Second Reading 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

第６回 第１４回 
【授】 Unit 3 How to Measure the Size of the Earth-Second Reading 
   地球のサイズを手動で測った古代人 /  Unit 1-3 の整理と発展 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

【授】 Unit 7 Solo Free Climbing 
   孤独で危険なロッククライミングに熱狂する人々-First Reading 
   小テスト 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

第７回 第１５回 
【授】 中間試験 
【前・後】 【前】事前に試験範囲の熟読（３時間）。 

【授】 Unit 7 Solo Free Climbing 
   孤独で危険なロッククライミングに熱狂する人々-Second Reading 
    / Unit 4-6 の整理と発展 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

第８回 第１６回 
【授】 中間試験の講評 / 
   Unit 4 Being Green 
   高級ホテルもエコを目指す時代-First Reading 
【前・後】 【前・後】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認（１時間）。授業後その箇所の理解

に努める（１時間）。 

【授】 期末試験 
【前・後】 【前】事前に試験範囲の熟読（３時間）。 

成績評価方法 
【成績評価】定期試験=25%, 小テスト・課題=40% その他＝中間試験 25％+VELCテスト 10% 
点数分布や平均点などをポータルにて公表し、講評を加える。VELC テストの結果は成績に 10%反映させ、また後期の VELC テストの結果とともに次
年度のクラス分けの資料とします。小テスト、ワークシートは採点し講評を加えて返却する。 

教科書・参考書 
A New Look at the World Easy to Read Contemporary Topics（『英語リーディング入門 新たな世界を開く 15章』） 
原田祐貨 / 橋本健広 / Patricia Massy 著 （金星堂出版, \1,900) 
ISBN: 978-4-7647-4104-1 

受講に当たっての留意事項 
・英和辞典を必ず持参すること。（持参しない場合は、授業に参加する意欲が無いものとして扱われます。） 
・欠席回数５回で期末試験の受験資格を失います。 
実務経験のある
教員による授業
科目有無 

実務経験と授業科目との関連性 
アクティブラーニング（ディ
スカッション、グループワー
ク、発表 等）の実施 

×  ○ 
学習到達目標 

現代社会に関する比較的平易な文章を、正確に読み取ることができる。 
JABEE 

関連する学習・教育到達目標：Ｂ 
【授】：授業内容【前・後】：事前・事後学習

 



科目コード ナンバリング 単位数 学期 授業区分 科目区分 履修区分 配当学年 

130131 X-11/31-A-2-130131 

1 前期 

【１・２年次生】国際学部国際文化学科 × × × 

【３年次生以上】国際学部国際文化学科 × × × 

授業科目 担当教員 【３年次生以上】国際学部国際文化学科英語集中コース × × × 

英語 3A （Reading3）Z4 茅野 潤一郎 

【１－３年次生】経営情報学部経営学科 基礎 必修 ２年 

【１－３年次生】経営情報学部情報システム学科 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科経営コース 基礎 必修 ２年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科情報コース 基礎 必修 ２年 

授業目的 
現代社会の様々な話題を英語で読み、英語読解力のさらなる向上を目指し、単語力の強化と英文を正確に読んで理解する能力を養成します。  可能
な限り正確に読むことを心掛けながら、読解のスピードも徐々に上げていくようにします。また、既習の単語の意味や用法の再確認も行います。授
業内容に応じて、講義形式、ペア活動、グループワークの形態を取ります。 
ディプロマポリシーの「他者と協力して問題解決にあたる」能力、および、「国際理解とコミュニケーションに必要な英語力」の育成を目指します。 

各回の授業内容 

第１回 第９回 
【授】 Introduction / Lesson 1 Phone dirt reveals personal data 
【前・後】 【復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所の理解に努

める。 

【授】 Mid-examination 
   Unit 5 Delivery by drone(導入） 
【前・後】 【予習 120 分】試験準備 

第２回 第１０回 
【授】 Unit １（続き） 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 中間試験の解説  
   Unit 5 Delivery by drone 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第３回 第１１回 
【授】 Unit 2 Driverless buses 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 Unit 5 (続き） 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第４回 第１２回 
【授】 Unit 2 (続き） 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 Unit 6 Uber and its future 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第５回 第１３回 
【授】 小テスト 
   Unit 3 Stealth keys 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 Unit 6 (続き） 
   Unit 7 Convenience stores in Japan 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第６回 第１４回 
【授】 Unit 3 (続き） 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 小テスト 
   Unit 7 （続き） 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第７回 第１５回 
【授】 Unit 4 Unfamiliar sources of energy 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 （ライティング課題） 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

第８回 第１６回 
【授】 Unit 4 (続き） 
【前・後】 【予習 60 分・復習 60 分】事前に本文を読み、理解不明箇所の確認。授業後その箇所

の理解に努める。 

【授】 Final Examination 
【前・後】 【予習 120 分】試験準備 

成績評価方法 
60% Exams ＝中間試験＋期末試験 
15% Vocabulary Quizzes  
15% In-class activity/attitude 
10% VELC Test 
・小テスト、中間テストについては授業にて解説をします。期末テストについてはポータル上でコメントします。 

教科書・参考書 
Kobayashi, T. & Benfield, B. (2018). Science in Our Daily Life. Tokyo: Seibido. 

受講に当たっての留意事項 
・英和辞典を必ず持参すること。持参しない場合は、授業に参加する意欲がないものとして扱われます。 
・出欠については厳格に扱います。教員による出欠確認後の入室は出席扱いにはなりませんので注意してください（特別な事情による遅刻について
はもちろんこの限りではありませんので申し出てください。） 
実務経験のある
教員による授業
科目有無 

実務経験と授業科目との関連性 
アクティブラーニング（ディ
スカッション、グループワー
ク、発表 等）の実施 

×  ○ 
学習到達目標 

現代社会に関する比較的平易な文章を、正確に読み取ることができる。語彙を増やすことができる。 
JABEE 

関連する学習・教育到達目標：Ｂ 
【授】：授業内容【前・後】：事前・事後学習
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